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内 容 梗 概

一般事務所に設置される PBX交換機ほ,保守的裾1iで来而砥が小さく,州組数および呼もl二に対する 通性

の大きいことが望ましい〕また,運川上は,事務の能率化およびサービスの向上の一環として芥植の什招サー

ビス機能が要求される′二.一'ノブ交換接続が安定推奨で,通品行1門が優秀なクロスバ交換方式が開発され,このよ

うな条件に適したPBXクロスバ交換機が敬一隼前かF)リミJ~ぎ｣化されてきた｡,本文ではl~†立製作所がすでに納入し

たAX-2形小押韻PBXクロスバ麦換機,AXC-3形■巨行打二PBXクロス/:交換機萬よぴAXC-4形大作量PBX

クロスバ交換機を中心にその概要について述べる｡

も共通制御方式であれば容易に付加することができる｡柑こ申糾

1.緒 言

近来,企 の合理化,事務の能ヰミ化ほあらゆる邦門において風力

に推進されている一つのテーマであるしJビ

神経系統ともいえる電前回緑網iも 企

､

- に､りって,その

の合.叩化,邦務の能ヰ化の

lい枢をなすもので,PBXクロスバ交換機もその一環としてりlけ己黒

川化された新しい電詔交撲J式である｡つ

クロスバ電話交換方式ほ,わがll車ここねいては数年前カゝら`電々公社

を小心に研究が進められ,PBXクロス/ミ交横磯,仙tJクロスバ交

換機はともにリ三川化.武験を終/し,現イl三大帖な黒川化をムヒぐための

･た1■渾化設計の段椚にある､1クロスバ交換機ほ,その制御ノんモにより
呑種の交換方式が考えられるが,本文で紺介する AX2形,AXC

-3形およびAXC--4形PBXクロスバ交換機ほ,合共通制御ズクロ

スバ交換機であるしノ

仝共通制御式クロスバ交換機ほ,従来のステップ･バイ･ステッ

プ式交換機に比べて,昔縄のすぐれた特おを才､ト,ていることほ-卜で

に周知のことであるが,･応そのおもな特長を要約Lて下.一山こ列挙

するt_1

(l)涌.活茸･各を形成するクロスノミスイ､ソナほ,機相伴伍し(わう動

部分がなく,_1■=崗耳接点を仙J~rlL/ているので抑■､-7･が少なく,通詔

品門が優秀である､-,

(2)二i二葉付利戊機岩二手としては上長力紆甘甜′l三能のクロスバスイッ

チ,ワイヤスプリングリレー,リードリレーを仙川Lているので

障害がほとんどなく,また,機器の調整ほ不要であるので肱守班

が非常に逓瀾される｡

(3)電源電圧変動許容範囲が大である｡AX-2形,AXC-3形

およぴAXC-4形PBXクロスバ交換機ほ,いずれヰ)48V士5V

の範囲で催実に動作する｡

(4)加入者番号と加入者の収揮位眉とが底接対応しないという

ことは,クロスバ交換機の一大粕長であり,ナンバーグループの

採用によってきわめて自由な加入者番号および加入者クラスをと

ることができる｡

(5)交換方式上 してほ,交換横紙に関する制御部分せ

共通に設けることにより,容易に各位の高級な交換接舵機能をも

たせることができ,融 性に富んでいる｡すなわち,あらゆる接

綻をつかさどるマーカほ,判こ接続を行うのみでなく,接続ごと

に各位の混線地気の試験,通話線の二重接続試験なども行うので,

障告を人動こなる前F･こ発見することができ,トラブルレコーダを

併用すれば品質管理的な保守を行うことが可能である｡⊃そのほか

に,各種サービスクラス

*
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別,番月･変換,ういjH-継などの機能
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孤装ま■11∈の選択にして,完全群の膵構成の規模か人きいことは‥うl

練能*の向_巨にぎわめて有利であるl｡

以上のほかに,クロスバ交雑機の特長として,一般 ほに的 交換

度のj旦辿化 4･線式小継交換が揮易なことなど行種あるが.洋糾につ

いてほ省略する､㌻

2.PBXクロスバ交換機の特長

Ⅰ)BXクロスバ交換機の交換機能および危言朴り孤椚は,その小二某所

の規模,糸順勘･こよi)きj〕打て多種多棟にわたるものであるが,PBX

クロスバ交換機の-▲般的な斗~､‡艮および1i笠計するに'-1た/-,て斗＼如こ考慮

しなければならない点について述べる｡

2.1回線容量

加入鼎‖1紋としノては,′ト規模のものでは数ぃいり緑柑要から,大

規模のものでは数十回紬利通悠でな考慮Lなければならない..も

巨〕7〕ん,このようなは;抱囲のいり糾徽を,1捕軌の交換機でカバー

することが最も望ましいが,このl=′佃こかない,かつ経済l′lくJにも溝

妃できるも刷よきノー)Jノ〕てむすかしい..後述するAX-2形クロスバ

交換機ほ,放l▲川縦かじJ160い･l糾ほで,AXC rりl≠クロス′ミ交接機

は､1()()1=ほ姑り､ら放川■Ⅰ胤ほで,AXC-4形クロスバ交換機ほ,数

lイ‥-1緑から数~F一回緑はでを経済l′l小甘適=用購としている｡L･たが

りて,初期黒製の回組数と,ノ【麦終悍:■1二の回緑数を巨分はあくして

交換機の機種を選定L･なければならない{Jq`､封こ発止封吐のある■･杵業

所でほ最終容_:-1二の州組数は一じ`‡重に推㍍する必要がある｡

2.2 呼 量

岬二;--ミニのほあくほ,ll~11縦容了1ミニと同根きわめて亜要なもので,呼;■1二

を過大に推定すれは＼それだけ交灘ほ封′-亡が`.甘高となり,また過少に

評価すれはそれだけサービスの低下をきたす｡なおクロスバ交撒

機の共通制御製牒のii馴■ざi放は,坪数にも供】係するので,通詔保留

畔間もほあくする必要がある｡呼景,通話保留叫昭の標準は,統

計上,1ご記の伯が妥当とノ瓜われる｡

総発着呼丑:5IiCS′/加入者

通話保留

白J一:-)内通話:100s

局線通話:150s

私.設視通話:150s

2.3 番号計画

PBX交換機でほ,菜封11上加入者番甘は郭 所の軋級,職制に関

通させて決定する場合が多く,また車務の能ヰく化を計るために代表

番号も考臆しなければならない､〕ナンバグループを併用したクロス

バ交換機は,番月･付･封こ関してはきわめて 通性を持っている｡な
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jVβ 〟〝 ∠ノ〟f

/電

/朗〟

√了

】

記 号

ATT

BW

CONN

DN

LINE

MAK

MDF

記 ▼弓･

無紐中継台

発着両用局線回路

無紐中継台川接続回路

空番号回路

加入者回路

マ ー カ

本配線盤

OFF

OPC

REG

SUB

TB

TRK

局線

無紐中継台用割込山路

扱者呼出回路

レ ジ/ス タ

内線電話機

試 験 箱

ト ラ ン ク

第1｢宝IAX-2形PBXクロスバ交換機中継ノブ式図

おナンバグループほ,ダイヤルされた加入老番号を,加入･者のスイ

ッチフレーム上の収年位置表示に変換するものであるから,加入者

番号付与に融通性があることはもちろんであるが,そのほかに,加

入者番号に無関係にフレームに加わる呼量のバランスをとることに

より,加入者サービスを向上させることもできる特長をもってい

る｡

2.4 交換機の共同使用

独立した数種類の会社をもった大きなビルでほ,一つの交換機を

共同使用して 済上および運用上の優を計ることもできる｡このよ

うな場合,交換機ほ共梢するが,局線,局磯叶継台は料金および営

業上の関係で,各会社ごとにわかれているので,交換機でほ,加入

者サービスクラスを各会社ごとに与え,所属の局線のみに接続可能

なようにする必要がある｡多くの加入者サービスクラスを袴易にと

りうることも,クロスバ交換機の一つの粕長であり,経済的に交換

機の共同使用が可能である｡

2.5 付帯サービス

PBX交換機にほ,後述するが,きわめて多瞳多様の付帯サービス

が要求される｡したがって,交換機本体としても,簡単に付加装置

を追加することにより,各程の付帯サービスが可能なように考

ておく必要がある｡付帯サービスほ今後ますます多岐にわたり発展

するもので,PBX交換機も付帯サービスの開発によって,単に通話

を行う機械ではなく,事務能力向上のための重要な役割を果す機械

となるであろう｡

2.る トールダイヤル

多くの事業所をもつ大企業体でほ,今後事務処理の高速度化は必

然のすう勢にある｡このため,民間会社においても,各事業所間に

有線あるいは無線による通信網が発達しつつある現状で,その中心

となる交換機も,これら全電話回線網にしたがって,番号計画,交

換接続機能を考慮しておかねばならない｡,すなわち,各事業所間の

交換接続を即時に行うトールダイヤル方式は,今後ますます発展す

るもので通話品質が優秀で交換速度が早いクロスバ交換機ほ非常に

その特長が発揮される｡
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窮2区!AX-2形 交 換機 外観 図

2.7 局線中継台

PBX交換機ほ,局線着信接続の際かならず局線中継台を経由して

吏換接続を行う必要がある｡中継台にほ,有紐式と無組式とがある｡

クロスバ交換機の無紐中継台は,従来のステップ･バイ･ステップ

式交換機の触組式中継台のイン㌧ペルセンダによる接続形式とほ異な

り,レジスタに符号を送って瞬時に接続するので交換速度が早い特

長を〟するこ

3.ÅX･2形クロスバ自動交換楔の概要

AX---2形クロスバ自動交換機i･よ,,･般事務所川の小容量交換機と

して設計されたもので,建設がきわめて容易なユニット形構造とし,

本ユニット1個で加入者801叫線まで,増設ユニットを付加するこ

とにより,加入者1創)何線まで収容することができる｡本交換機は,

回路上最も簡単な1段接続形式を採用し,その主体をなすクロスバ

スイッチほ,特に設計された小形スイッチを使用して床面積の減少

を計った｡

3.1中継方式

本交換機は,小界量PBXクロスバ交換機の標準化をねらったも

ので,しかも回路上および実装上非常に融通性を持たせてある｡た

とえば,本交換機の局線中継台としてほ,有紐式,無紐式のいずれ

にも使用することができ,またその場合局線レビータほまったく同

じものを使用できるように回路が設計されている｡無紐式中継台を

使用した場合のAX-2形交換機の中継方式を弟1図に示す｡番号計

画としては,基本ユニットのみの場合は2数や方式を,増設ユニッ

トが付加された場合は,3数字方式を標準とする｡また本交換機は,

特に大きな呼量に耐えるように設計されており,基本ユニットには,

準実装として下記の装置が収容できる｡

加 入 者

発着両用局線回路

無紐中継台用接続回路

ト ラ こ/ ク

扱者呼出回路

空番号回路

割 込 回 路

レ ジ ス タ

マ ー カ

監視信号装置

80回線

10回路

10回路

20回路

1回路

1回路

1回路

3回路

1回路

1｢可路

なお共通制御装置であるマーカほ,1個しか設備されていないが,
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第3図 AX-2形交換機内部実装(表面)

第4岡 AX-2形交換機内貯美装(裏面)

たとえ1箇所の

路上考

生が告

されている｡
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1コ

じても全回線の機能が仲止しないように川

3.2 構 成

交換機本体ほ,高さ2,170mm,幅1,250mm,奥行550mmの

完全防じんキャビネット形で,一般事 所に設置されても,体裁上

調和がとれるように考慮されており,弟2図ほその外観を示す(〕機

器は両面 装形式を採用し,その前画にクロスバスイッチと架上端

子を,裏面に各種装置を実装し,袈面ほゲート構造として点検が容

易になっている｡表面側内部実装を舞3図に裏面側内部実 を舞4

図に示す｡無紐式局線中継台ほ,特に小形の卓上形構造として,

務用机の一隅に設置して容易に交換操作が行えるように設計されて

しP､る｡構造寸法としては,高さ150mm,幅470mm,奥行300mm

で,弟5図はその外観を示す｡なお本交換機の機械配置の一例を策

d図に示す｡

3.3 通話接続経路

本交換機では,弟1図において下記の経路により各種の通話が行

われる｡

(1)l月線相互通話接続

発呼加入者一LINE--クロスバスイッチーTRK一クロスバスイ

ッチーLINE-被呼加入者

(2)局線への自動発信

ノヽ 換 機

第5図 AX-2 形無 紐 中 継台

B
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撮
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J読ク
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〃♂

§

1
第6岡 AX-2形PBXクロスバ交換機機種配置図

発呼加入者-LINE--クロスバスイッチーBW一局

(3)局線より着信

局線--BW-CONN-LINE-クロスバスイッチーTRK-クロ

スバスイッチー被呼加入者

(4)扱者呼汁‡接続

発呼加入者---LINE---クロス/;スイッチーOPC-ATTMh一級

(5)型番ゝテ接続

発呼加入者 LINE--クロスバスイッチーTRK-クロスバスイ

ッチーLINE-DN-ATT-一扱者

3.4 特 長

本交換機のおもな特長を下記匿列挙する｡

(1)床面積が小さく,架高が低いので,階高の低い建物にも設

置一打能で,また従 のステップ･バイ･ステップ式交換機のよう

に,上昇回転にともなう騒音を発生しないで,一般事務所用小容

量交換機としてほ,最適である｡

(2)交換機に必要な装置ほすべてキャビネットの中に実装され

ているので,設置工事がきわめて容易である｡

(3)本交換機は,初期

るが,将

装としては,基本ユニットを 準とす

加入者が増力【ルた場合は,さらに増設ユニットの付加

により容易に180回線まで拡張が~可能である｡

(4)呼量の負荷耐力が大きく,加入者当たり発着4～8HCSま

で びうる｡

(5)近郊日動即時通話の制御("00"ストップ)機能を有してい

る｡

(6)加入者は十位の番けごとに一群として,町内線,乙l力線の

いずれにも 換できる｡

4.AXC-3形クロスバ自動交換壊の概要

AXC-3形クロスバ日動交換機ほ,加入一着100回線から数百】軸縦棒

度までのPBX交換機に適用されるもので,全共通制御式の2段按
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第7図 AXC--3形PBXクロス/;交換機r-FT那プJ式図
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須8図 AXC-3形1唱Ⅹクロスバ交換機機械酢～■たl又王

を採用している｡本交換機にほ,ナンバグループおよびトラ

ブルレコーダが付加可能なように設計され,ナンバグループの採Ⅲ

によってl王l,乙加入者のl大別なく日出な加1入一昔番-シJ･をとることがで

き,またトラブルレコーダの併用により品貯椚棚勺な保′､fを行うこ

とができる｡また木交換機にほ,私設中継組も収麿することができ,

トールダイヤル回鮎網の一環として設~乙程する交換機にも適用が可能

∴

●
､

4.1中継方式

AXC-3形クロスバ交換機の加入者失装300恒1線,省量500l･り純の

場合の標準中継力式を弟7図に示す:〕スイッチフレームほ,ライン

スイッチ,トランクスイッチのクロスバスイッチ2段接続で構成さ

れ,ラインスイッチの水平路にほ加入者を収容し,トランクスイ､ソ

チの重油二路にはトランク配縦盤を介して砧軋 私設中継純,日用勺

トラソク,レジスタなどの各種トランクが収押される｡スイッチフ

レームは,呼~和こ応じて1フレームに100州税または80回線を収胃

する｡したがってフレーム数は.加入者のい_り視数および呼描こはじ

て決定し,トランクスイッチの=緑側ほ,フレーム間で複 1し卜.Lケ科接

て,任意の加入者から任意の肛緑を描成するいわゆる完仝選択方式

である｡ラインスイッチに収容されている加入者と,トランクスイ

ッチに収押されているレジスタ,トランク,レビータとの接続ほ,

すべて共通制御髄詔であるマーカによって制御される｡すなわち,
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加入者とレジスタを接続するダイヤル古接続,自局内トランクと発

呼加入者および被呼加入者とを接続する冒ul月接続,発呼加入者か

ら中継線製帯へ接続するH卜巨継接続,中継線装眉から被呼加入者へ

接続する入中継接続などの各種の接続種 があるが,マーカの接続

動作上ほ,加入者からトランクスイッチ側の芥穐トランクに接続す

る発倍接縦か,またはトランクスイッチ側の芥櫨トランクから加入

者へ接続する着信接凝かの二つに火別される′つ したがってマーカの

川路構成としてほ,行種の接続に関して大部分のリレーが共通にな

るので,全休｢畑こは,さほど役雑なものにほならない｡なおマーカ

ほ上記のように屯要な装置であるため,常用,予備の2回路を設け

てあるので,万一障Hになっても｢l動的に予術機に切り

換接続忙ほまったく支障をきたさない｡

4.2 構 成

本分換機の各極凝滞吊,高さ 2,327mlTlの

わり,交

面に有機ガラス戸を

存する完全防しん形標準クロスバ架に実装され,漂準として下記の

ものから構成される｡

ラインリンクフレームA柴(LLFA)1架(SW,TSWを搭載)

ラインリンクフレームB架(LI-FB)1架(増設TSWを搭載)

マーカ架(MAK)1架(マーカ2仰を搭載)

レジスタ架(REG)1架(最大10個を搭載)

レビータ架(REP)1架(局線レビータを搭載)
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第9図 AXC-3形交換機の一耶

監視信号架(SRR)1架(監視信号装置,日周内トランクなどを搭

載)

ナンバグループ柴(NG)1架(5(〕0回線単位)

トラブルレコーダ架(TRR)1架(さん孔機および統計川蛙数計

を搭叔)

第8図は,本交換機の機械配置の一例であり,第9図は本交換機

の･-イil;をホす｡

4.3 通話接続経路

本交換機では,下記の経路により各穐の通話が行われる｡

(1)内線相互通話接続

発呼加入者-LSWqTSWrhIOT-TSW-IOT-TSW-LSW

-被呼加入者

(2)局線への[1動発信

発呼加入者-Ⅰ,SWp-TSW----BW一局

(3)I‖ユ線より常信

占~;)純一BW-ATT-被呼加入者

(4)扱者呼=接続

発呼加入者---Ⅰ.SW"TSW-OPCT-ATT

(5)空番埠接続

発呼加入者-LSW-TSWLDNT一一ATT

4.4 特 長

本妻換機の粕長としては,全共通制御式クロスバ交換機の【･般的

な梢 斗如こ下記の点があげられる｡

(1)本交換機はすべて架高2,327mmのクロスバ究より構成さ

れているので,楷高の低い建物に設置することができる｡

(2)ナンバグループの付加により,きわめて日出な加入者番号

をとることができ, 代たま 番 弓･の収拝も可能である｡

(3)ライン′ロックアウト機能をもっているので,加入者回線障

害および加入者の受話機ほずし障害が自動排除される｡

5･AXC-4形クロスバ自動交換機の概要

AXC-4形クロスバ自動交換機ほ,加入者数百回線から数千回線程

度までのPBX交換機に適用されるもので,全共通制御式4段接続

方式せ媒潤している｡本交換機ほ,PBX交換機としては大容量のも

のであり,一例として,昭和35年3月関西電力株式会社新本店に納

入したAXC-4Bクロスバ交換機についてその概要を

5.1中継方式

本交換機の中継方式を第10図に嘉す｡本交換機ほ加入者,局線
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交 換 機

および2線式私設中継線の交換接続を行うローカルステージと,4

繰式私設【~摘睦繰の交換接続を行うトールステージ,局線接続を取扱

う各種の中継台および宅内 琵より構成されている｡ローカルステ

ージほ全共通制御の4段接続クロスバ交換装置を採用し,ライソリ

ンクフレームおよびトランクリンクフレームともに最大10フレーム

まで拡張ができ,加入者ほ5,000回線程度まで収容可能である｡ト

ールフレームほ,全共通側聞の2段接続クロスバ交換機で4線式交

換接続及有い,最大3フレームで4緑式私設中継線約200回線まで

収揮可能である｡局鍼中継台i･も すべて無紐式を採用し,じん速碓

実な交換接続ができるように設計されている｡

5.2 構･成

木装荷は,下記のものより構成される｡架はすべて高さ2,735Illm

のクロスバ標準柴である｡

(1)機械室に設擬されるもの

ローカル関係

ト ー

ル閥係

中継f†関係

付描装置関係

(2)試験室に設吊されるもの

ナンバグループ架

トラフィック測定装置架

トラブルレコーダ架

中試験架

総合監視台

(3)1~l~1継台室¢讃潤されるもの

局線無紐中

サ ー ビ ス

⊥ヽ

リ

ー∠二ヽ
仁J

夜間転換磯

(4)そ の

幹部電話機(付 付箱

秘書受付台(5加入者用)

秘書受付台(2加入者用)

夜け吊受付f･｢

3架

1架

1架

3架

1台

47架

39架

10架

12架

20台

5台

3台

3台

第】1図に本装【J一乍の機楓当己r環を示し,第12,13,14図に機械室,[い

継台室および試験室の写士-{を示す｡

5.3 番号計画

本交換機の番号計画を下記に示す｡

内線(本店,関電寝業) "2ⅩⅩⅩ〃

内線(近畿支社,大蔵火力事務所)"3ⅩⅩⅩ"

内線(北支店)

市内中継縦(北~支店従局)

市内中継蘭=(両支店関係)

局 線

扱者呼J【j(市外申込)

扱者呼=(案内サービス)

扱者呼出(

"41ⅩⅩ"′､"43ⅩⅩ〃

"44ⅩⅩ〃～"49ⅩⅩ〃 =40ⅩⅩ"

"5ⅩⅩⅩ"

"0''

"111"

"112''

用中継線より着信)"113''

障害受付

テープサービス

市外線発信

"11Ⅹ"

"11Ⅹ"

"6Ⅹ""7Ⅹ""8Ⅹ""9Ⅹけ

"61Ⅹ""71Ⅹ""91Ⅹけ

5.4 特殊機能

本交換機には,クロスバ交換機の特長を生かして,各種の特殊機

能が付加されているので下記に列挙する｡

(1)不在加入

ある特定の加入

の転送機能

が不在となるとき,あらかじめ申告をしてお

けば不在加入者への着信ほ,ほかの特定加入者に転送される｡
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記 号

ABTA

ABTB

ABW

ACBL

ALTA

ALTB

AMP

ATT

BW

CBL

CHIT EXT

CHF RG

CMPT

CON

DN

DNT

EXT

FC

IC

IMTA

IMTB

IMTC

l:､二ⅠこT

IOT

IRS

IRSL

IRSLMC

IRSTMC

JDF

Ll.ド

LLFC

LLMC

LM

LMTRRC

MDF

MTF

NG

全話中トラソク

全話中トランク

擬似発着両用レビータ

特殊共電リンク

中継線障害トランク

中継線障害トラソク

増 幅 器

中 継 台

発着両用レビータ

コー′レノニックリソク

幹部電話機

幹部電話装置

障害受付トラソク

接 続 回 路

空番号リレーグループ

空番号トランク

内線電話機

フレームコネクタ

着信寺川レビータ

イソクマーカグループトラソク

インタマーカグループトラソタ

イソクマーカグループトランク

案内トラソク

内線相互トランク

入レジスタセソダ

入レジスタセソダリソク

入レジスタセソダローカルマーカコネクタ

入レジスタセソダ寸-ルマーカコネクタ

ジャソクタ配線盤

ライソリンクフレーム

ラインリソクフレームコネクタ

ラインリソクマーカコネクタ

ローカ′レマーカ

ローカルマーカトラブルレコーダコネクタ

本 配 線 盤

集中試験架

ナンバーグループ

NGC

NSC

NTEL

OG

OPCT

ORS

ORSLMC

ORSTMC

PFR

PL

PM

PMTRRC

PR

PRMC

PSW

RST

SC

SCRG

SD

SL

S SW

SUP

SIJPT

SVT

TDF

TIM

●lLト

TLFC

TM

TMTRRC

TRE_CONT

TRSL

TRSLC

TS

TSTT

4Wf主W

ナソバーグルー∵ブコネクタ

夜間受付台

夜間電話機

発信専用レビータ

扱者呼出トラソク

発信レジスタセ∴/ダ

発信レジスタセソダp-カルマーカコネクタ

発信レジスタセノダトールマーカコネクタ

陣古記録用さん孔機

ポジショソリソク

ポジショソマーカ

ポジショソマーカトラブルレコーダコネクタ

ポジショソレジスタ

ポジショソレジスタマーカコネクタ

ー次スイッチ
制限サービストラソク

秘 蓄 電 話

秘書電話装置

サ
ー ビ ス台

セソダリ ソタ

ニ次スイ ッチ

給 合監

総合監視台呼出トラソク

サービストラソク

中継線配線盤

タ イ マ
ー

トランクリソクフレーム

トランクリソクフレームコネクタ

ト
ールマーカ

トールマーカトラブルレコーダコネクタ

トラブルレコーダコソトローラ

トラソスレーク

トラソスレータコネクタ

録音再生装置

試験†ランク

4線式発着両用レビータ

第10図 AXC-4B形PBXクロスバ交換機中継方式図
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第11図 AXC--4B形PBXク ロ ス バ 交換機機械配置図

第12図 AXC-4B形交換機機械宅の-一部

(2)コールバック機能

特定加入者が局線との着信通 小,局線との通話回線を保留し

たまま,電鍵操作によりほかの内線加入者と打合わせ通話をする

ことができる｡打合わせ通話が終了すれば, 鍵操作する

ことにより局線との通話にもどる｡内線加入者との打合わせ通話

は,コールバックリンクを通して行われる｡

(3)幹部秘書電話装置

幹部電話機および秘書受付台より構成され,次のような機能を

有している｡

i)幹部電話機からの発信ほ,電鍵操作によって,一般加入者

と同様な自動発信,特殊共電形式のサービス台呼糾しおよび秘

書受付台呼出しの3種類の接続が可能である｡

ii)秘書受付台からの発信ほ,-･般加入者と同様な日動発信が

可能である｡

iii)局線中継台から幹部電話機への着信ほ,かならず秘書受付
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第13図 AXC-4B形交換機中継台窒の一部

台でいったん応答し,必要により幹部電 機へ転送される｡

iv)局線中継台以外からの幹部電話機への着信ほ,直接幹部電

話機に着信される｡

Ⅴ)秘書が不在の場合ほ,秘喜受付台の電鍵を操作することに

ょり,斤-)線中継台からの着信も直接幹部電話機に接続させるこ

ともできる｡

弟15囲および弟1引図に幹部電話機および秘書受付台の写真を示

す｡

(4)夜間受付台への局線着信転送

夜間は局線中継台の交換手不在のため,夜間の局線からの着信

はすべて夜間受付台にて処理される｡夜間受付台は宿直室,守衛

所などに設置され:専任の扱者がいないので,操作が簡単なように

されている｡夜間受付台の写真を舞17図に示す｡

(5)テープサービス

トーキー装置にあらかじめ録音された音声を,次の各種の場合
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第14図 AXC-4B形交換機試験室の→那

に再生送出する｡

i)

ii)

iii)

iv)

Ⅴ)

Vi)

第15国 幹 都 電 話 機

空番号へ着信の場合

中継線全話中にそう過した場合

中継線障如こそう過Lた場合

長時間通話を行った場合

夜間受付台の局線 信を待たせる場合

特殊番弓･をダイヤルした場合

5.5 特 長

本交換機は,単に規模が大きいぼかりでなく,共通制御方式の特

長を生かして私設交換機特有の各種の特殊機能を経済的に具現化し

ている｡次に本交換機のおもな特長を列記する｡

(1)レジスタセソダ方式の採用により,相手局に対するダイヤ

ルイソパルスほ,局線発信以外はすべて蓄積再生もしくほ 摸さ

れて,常に正確な標準インパルスが送出される｡また将来インパ

度化,う回中継など新方式の採用が容易である｡

(2)本交換機匿はきわめて多種類の有線回線,搬送Ir可路および

無線回線が収容されている｡中継線一覧 を第1表に示す｡これら

の中継線と加入者の接綻,あるいほ中継線相互のタソデム中継接

続ほ,~ローカルマーカおよぴトールマーカの共同動作により迅速

確実に行われ,搬送,無線回線でほ無損失の4線交換が行われる｡

備 特 集 号

2Wl/C

2W O/G

2W Bノ′W

2W B/W

2W B/W

2W B′/W

2W B′′W

8

9

(U

1

2

3

1

1

1

W

W

W

2

2

2

W

W

W

2

2

2

W

G

C

W

W

W

′
′
′

′ノ

′/

/
′

′/

/

B

O

I

B

B

B

2W B/W

2W B/W

4W B/W

日立評論別冊第38号

第1表 私設線および局線レビーター覧表

直流ダイヤル方式

直流ダイヤル方式

直流ダイヤル方式

血流ダイヤルカ式

直流ダイヤル方式

直流ダイヤル方式

底流ダイヤル方式

リングダウン方式

l白二流誘導イソパルス方式

誘導インパルス方式

誘導イン/くルス方式

誘導インパルス方式

音声用波ダイヤル方式

両線監視

両線僅視

両線監視

両船監視

両椋監視

両線監視

AXD-22REP

AXD-23REP

AXD-24REl}

AXI)一25REI)

AXD-26REP

AXD-27REP

AXD】28REP

AXD-29REP

AXD-301そEP

AXD-31REP

AXl)-32RIミP

AXD-33REP

AXI-1REP

AXI-2REP

AXI-3kEP

AXV-61ミEP

第16一刻 秘 受 付 台

第17図 夜 間 受 付 台

局線

局線

局線

4方IrlJ

2方Ir･j

(3)交換機および線路の監視試験ほ,すべて.抑検室の総甘藍視

合および集トい.抑験架にて行われ,トラブルレコーダの併用により

品汽管土即勺保`1:を能/率的に行うことができる｡

(4)トラフィック測定装帯封こより,各瞳の呼数,呼量かはあく

でき,回線の増減および収揮の変更を適確に行い,交換機の能率

を高度に発揮させることができる｡

(5)障害に対してほ,共通回路の複数化およびlロl繰の分散によ

り機能低下を最小限にくいとめるように設計されている｡

る.結 言

PBX交換機の回線数,交換機能,付帯サービス機能などほ,きわ

めて多種多様であるが,クロスバ交換機ほその特長を生かしながら,

PBXクロスバ交換機として広く実用化されている現状である｡

今後企業の合理化,事務の能率化の進展にともない,運用上,保

守.ヒ各種の特殊機能が要求されると思うので,さらに付滞サービス

の開発とともに,より適用範囲の広いPBXクロスバ交換機の標準

化を行い,いっそうのサービス向上に努力したい所存である｡

終りにのぞんで種々ご指導,ご援助をいただいた関西電力株式会

杜ならびに日立製作所関係各位に,厚く感

る｡
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の意を表する次第であ
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